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・HPS養成講座（平成19年～）・HPS養成週末講座（平成27年～）の開講
・静岡市障害者歯科保健センターとHPSのチームによる 、障害児・者に対するや
さしい歯科治療を実現するための協働事業の展開
・静岡市児童相談所におけるプレイセラピーを使ったアドバイザー業務担当

ホスピタル･プレイ，Hospital Play Specialist，病児，
プレイ･セラピー，対人援助

TEL.054-202-2653　FAX.054-202-2653

社会福祉学科　松平 千佳

ホスピタル・プレイによる病児・障害児の支援及び対人援助

連　絡　先

　遊び（Play）の力によって病児や障害児とそ
の家族を支援する専門職ホスピタル・プレイ・ 
スペシャリスト（Hospital Play Specialist ; 
HPS）について、「セラピューティックな遊び、
遊びを使った子ども支援方法の研究及び実
践」、「ホスピタル・プレイの価値創造」、「小児医
療におけるHPSの専門性確立」を中心に教育研
究を行っています。
　学術的な領域から子どもにやさしい医療を
実現するための課題を明らかにするとともに、
小児医療に関わるあらゆるプロセスにおいて
遊び本来の力が発揮されるための研究と実践
を積み重ねていきます。
　平成19年度からハイリスク児である病児/障
害児を対象にしたホスピタル・プレイ研究に取
り組み、その成果を博士論文「病児の意の命を

発てしと）月3年6和令（」障保のび遊るせさ動躍
表しました。
　近年、病児だけでなく、医療的ケア児や被虐
待児などハイリスク児の支援について研究す
る国際的なネットワークが広がっており、海外
研究者との協働成果を、日本のHPSに病児や障
害児に対する新しい視点とアプローチに還元
しています。
　平成19年度より開講しているHPS養成講座では、令和6年8月末までに270名の修了生を小児医療
機関、福祉施設などに送り出しています。子どもにやさしい医療を実現するHPSの養成教育は、平成
24年度に実施された独立行政法人日本学術振興会の調査の結果、特に優れており波及効果があると
認められました。また、平成25年度文部科学省の「大学に おける特色ある教育事例の把握等に関す
る研究調査」において全国42大学の特色ある教育事例として選出されています。

まつ だいら ち か
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幼稚園等における子どもの環境世界の構造理解に
関するフィールド研究

甲賀 崇史こども学科

　　　　　保育，幼児教育，環境，環境世界，自己，意味
キーワード

こう が たか し

　幼稚園等は、子どもが世界の豊かさに出会う場所です。小学校教育のようなカリキュラムに対応
した具体的な学習内容やそれを明確に示した教科書のような教材が存在しない保育・幼児教育にお
いて、子どもの体験や経験を捉えていくことは教育が成立するための生命線といえます。そこで、
幼稚園などを訪問してフィールド調査をおこない、子どもが身近な環境に関わりながらつくりだす
世界（umwelt: 環境世界）を捉える研究に取り組んでいます。
　環境世界は、体験あるいは経験している一人一人の子どもに固有の自己（self）が必然的にとも
ないます（Thompson, 2004）。そして自己は、前反省的な体験の流れであるミニマル・セルフと、
反省的に言葉で語られる経験であるナラティブ・セルフに区分されます（ギャラガー, 2000）。この
ことを踏まえて、行為のなかで現出する自己と言葉で語られる自己の 2 つの側面から、子どもの環
境世界の構造を捉えることを目指しています。

連　絡　先 E-Mail : koukohga@u-shizuoka-ken.ac.jp

保育に関わる教育や研究で連携してくださる園を探しています！
アピール
ポイント
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リングトンネルをくぐる子どもの
身体・環境の相互作用の検討

子どもが語る園で出会
った環境の発達的検討

ミニマル・セルフ
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こども学科　小林 佐知子
乳幼児期の子育て支援・発達支援のための心理学的研究

こばやし さ ち こ

TEL : 054-202-2690　FAX : 054-202-2690

　これまでに、「鑑賞学習指導に関する全国調査の実施と分析」や「鑑賞学習ルーブリックの
作成と活用」、「鑑賞学習指導の教材開発」に関する研究等に取り組んできました。現在は、「美
術鑑賞学習のルーブリック評価と授業モデルの普及に関する実践的研究」（平成29・30・31
年度文科省科研費基盤研究(B)、研究分担者、課題番号：17H02698、研究代表者：新関伸也）
に取り組んでおり、ルーブリック評価を活用した鑑賞学習の授業モデルの普及をめざして、国
内外の研究者や実践者と共に研究を進めてい
ます。
　また、「生命」をテーマとした石彫作品の制
作と発表も行っています。作品を見て鑑賞す
るだけではなく、手で触れて鑑賞する授業を
小学校や中学校などで実施し、鑑賞活動から
表現活動へとつなげていく教育及び研究を展
開しています。

年長児を対象としたワークショップ
『みて かんじて つくって あそぶ』

小学生を対象としたワークショップ
『色砂をつくって、砂絵を楽しもう』

石彫作品 12』
（H135×W360×D165 cm／六方石）

⚫連　絡　先

美術教育における表現活動と鑑賞活動に関する実践
的研究

こども学科　藤田 雅也
TEL.054-202-2687

美術教育，幼児造形教育，図画工作科教育，美術科教育，鑑賞学習指導，
表現と鑑賞，授業づくり，ワークショップ，石彫制作

幼児や児童を対象とした造形ワークショップ及び実践研究会などで講師を務め
ることができます。保育・教育現場や美術館との連携による取り組みも可能です。

ふじ た まさ や
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まつ うら たかし やま もと まなぶ

の

　　　　　音楽教育、遊び歌、作曲、表現

・校歌作曲
2015年　玄海町立玄海みらい学園（佐賀）
2022年　竜王町立竜王こども園（滋賀）、反町ひかり保育園園歌（神奈川）
2024年、県立ふじのくに国際高校（静岡）、県立厚木王子高校（神奈川）
を制作しました。

・子どもと保育と音楽と表現の講師・講演
子育て支援員育成の講師（子どもの生活と遊び）、静岡県教育委員会の幼稚園教諭初任者研修の講師
（手遊び）、伊豆の国市ファミリーサポートセンター講師（子どもの遊び）、桐朋学園大学附属子供の
ための音楽教室講師、カワイ音楽コンクールの審査員などをしています。

・音楽教育の研究
2019年には『保育者になるためのピアノ教本～子どもの歌でいつのまにか上達する～』として、子
どもの歌のみで構成され、順に学習していけば上達するピアノ教本を公刊しました。メソードのよ
うな構造的上達を伴うシステムを得意としています。
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静岡県立大学は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

『ぬましん未来応援ファンド』

当金庫では、多様な応援体制や金融支援プログラムなどを用
意しており、お客様との対話を通じて地域の皆さまとともに
歩んでいくことが地域金融機関としての役割であると考えて
おります。

当金庫ではファンドを形成し、成長を目指す企業様に対して
資金調達の支援をしております。
創業支援・地域企業の成長支援・上場を目指すお取引先の資
金ニーズに出資を目的とした『ぬましん未来応援ファンド』
を組成しました。

「ぬましんＣＯＭＰＡＳＳ」は沼津信用金庫が運営するシェ
アオフィス・コワーキングスペース・ワークショップスタジ
オの機能が１つになった、まちづくりプラットフォームです。
地域企業と企業家のマッチングを促進するとともに地域ネッ
トワークを活用した伴奏支援を展開しています。

広告


